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新新バイパス豊栄ICから車で約15分
JR豊栄駅からは車で約5分または徒歩約40分

●水の駅「ビュー福島潟」 
　福島潟の自然と文化の情報発信施設です。屋上からは潟と越後平野を一望でき
館内では潟の動植物や歴史の展示、潟の中のライブ映像も楽しめます。

競馬場I.C 豊栄I.C 新新バイパス(国道7号線)

日本海東北自動車道豊栄新潟東港 I.C

JR白新線 至新発田
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水の駅
「ビュー福島潟」

北区文化会館

福島潟

菱風荘

新井郷川

ラグーン
ブリュワリー

北区役所

ビューおしらせ

 開館時間： 午前9時～午後5時 （入館は閉館30分前まで)
  ４階以上をご利用の場合は入館券が必要です .
 入館料： 一般 520円 小中高生260円 未就学児無料
 年間利用券： 一般 1,300円 小中高生650円 
  このお金は福島潟 自然文化基金に寄付されます.
 休館日： 月曜日（休館日が祝日の場合は翌日)、
  および 12月28日～ 31日、1月2日～ 4日　
 所在地： 〒950-3328 新潟県新潟市北区前新田乙493番地
 電　話： 025-387-1491 ／ FAX：025-384-1200

◆営業案内◆ 元日の特別開館はこの通常営業とは異なります.
くわしくは上記をご覧ください.

新潟市が設置した水の駅｢ビュー福島潟｣は、令和6年度より指定管理者｢福島潟推進グループ｣が運営しています｡

クイクイインスタグラム
kuikui0814

クイクイ公式Ｘ

● 第32回福島潟フォトコンテスト
　福島潟の自然と人との関わりを
テーマにした写真を大募集。応募
作品の受付は、12月2日(火)から
1月25日(日) まで。くわしくはチ
ラシ・ホームページをご覧くださ
い。 このチラシが目印。

タコノアシサクラタデ

オオヒシクイ
マガン

市民団体の催し

申し込み・お問い合わせは
NPO法人ねっとわーく福島潟へ
電話：025-387-0284

ねっとわーく福島潟インスタグラム ▶
www.instagram.com/networkfukushimagata/

Ⓐ 植物観察会
日 10月12日(日)午前9時～11時30分
場 集合：ビュー福島潟エントランス
 のぼりが目印
内 自然学習園に咲く植物の観察。
 「秋の花さがし」
申 不要、当日直接会場へ
￥   無料

オオヒシクイの周辺調査
一緒にやりませんか

日 2026年3月までの毎週日曜日
 ただし1月4日を除く
 各日午前9時～正午頃まで
場 福島潟周辺
 集合：ビュー福島潟エントランス
内 オオヒシクイなどの越冬数をカウント
します。

申 電話でねっとわーく福島潟まで

オオヒシクイ飛来シーズン中の実施となります

●  よくある質問
Q. オオヒシクイを見たいのですが
A. 動きの活発な11月の早朝、野鳥観察舎
「雁晴れ舎」での観察がおすすめ。オオヒ
シクイやハクチョウが日の出の頃から飛
び立ち始めます。防寒着や双眼鏡などの
準備も必要です。

　　　野鳥の中でもオオヒシクイやガンの
仲間は特にこわがり屋さん。野鳥観察の時
は、遠くからやさしい気持ちで見守ってね。

● 年末年始の休館にご注意を
　休憩施設「潟来亭」と野鳥観察舎
「雁晴れ舎」は12月28日から1月5日
まで休館しています。ただし雁晴れ
舎の屋上は常時開放しています。

　開館時間にご注意ください

福島潟特別開館 
日 2026年1月1日(元日)
 午前6時30分～ 8時30分（入館は午前8時まで)
内 元日の早朝にビュー福島潟を特別開館します。
 晴天時には福島潟の対岸から昇る初日の出が
 拝めます。荒天時は６階展望ホールまでを開館
￥ 特別開館協力金（２階以上ご入館の場合）
 一般520円､小中高生260円､未就学児無料
※年間利用券は使えません。ショップは休業します。



名誉館長イベント　2025年福島潟講演会
「国際湿地都市新潟」を歩んでいこう

「越後平野の自然とラムサール条約湿地都市認証の意義」
大熊 孝 （新潟大学名誉教授・ビュー福島潟名誉館長）
（おおくま・たかし）1942年台北生れ、引揚げ後高松・千葉で育つ。
東京大学大学院博士修了（工学博士）。専門は河川工学と土木史。
自然と人の関係、川と人の関係を住民の立場を尊重しながら
教育・研究し、国・県・市の各種委員会委員を務めた。

「福島潟の風景の見方と育て方」
佐々木 葉 （早稲田大学教授・前土木学会会長）
（ささき・よう）1961年鎌倉生れ、早稲田大学で建築、東京工業
大学で景観を学び、以来風景という観点からまちづくりやインフラ
のデザインと向き合う。2016年の福島潟初訪問から徐々に視野
を広げて越後平野を調査。NPO郡上八幡水の学校副理事長、
博士（工学）

日 10月13日（月祝）午後1時30分～4時 （午後1時受付開始）
場 水の駅「ビュー福島潟」6階展望ホール
人 100人（要申し込み、先着順）
申 9月10日（水）午前10時より電話でビュー福島潟へ
￥ 無料

　大河悠々、黄金色の稲穂、潟舞う白鳥。越後平野の風景
がここにある。国際湿地都市NIIGATA として歩み始めた
新潟、福島潟の生物多様性の大きさを語るお二人から
未来を描く提言をいただきます。

2025年10月13日（月祝）午後1時半より
オオヒシクイ初認日当てクイズ

日 9月2日～オオヒシクイが初認された時点で終了
 開館時間内に応募できます
場 応募箱：ビュー福島潟1階
内 オオヒシクイが福島潟にやって
 くる日を予想しよう！正解者に
 は福島潟グッズを進呈。参加無料 オオヒシクイ

かたさんぽ
日 10月４日(土) 11月１日(土) 
 12月６日(土) 各日午後1時30分～ 3時
場 水の公園福島潟
内 レンジャーと一緒に散策しながら季節の
植物や生きものを観察します。荒天時中止

人 各回10人（要申し込み、 先着順）
申 電話でビュー福島潟へ　￥ 入館料のみ

昆虫はかせと秋の昆虫観察会
日 10月5日(日) 1回目 :午前9時30分～11時
  2回目 :午後1時30分～ 3時
場 自然学習園　集合：潟来亭前
内 福島潟で昆虫を見つけよう!初参加歓迎。
 小雨決行／荒天中止※虫は持ち帰れません。
￥ 子ども500円、保護者無料
人 小学生以上の親子・各回20人（要申し込み、先着順）
申 9月10日（水）午前9時から電話でビュー福島潟へ

講師：昆虫はかせネット
ワーク 鈴木誠治氏

バードカービング体験教室

エナガ＆シマエナガ

日 ①10月19日(日) 申込は 9月12日より
 ②11月16日(日) 申込は10月22日より
 各日午前9時30分～午後4時30分
内 木彫りの野鳥（エナガ）を作ります。道具
は会場にありますが持参も可。昼食持参。

人 各回18人（要申し込み、先着順）
申 申込開始日の9時からビュー福島潟へ
￥ 1,000円 場 地下工作室 主催・講師　鳥彫会

バードウォッチング
日 10月26日(日) 12月21日(日)
 各日午前10時～11時30分
場 水の公園福島潟
内 野鳥を観察しながら潟端を散策しま す。
 双眼鏡の貸し出しあり。荒天時中止。
人 各回10人（要申し込み、先着順）
申 電話でビュー福島潟へ　￥　入館料のみ モズ

福島潟マルシェ
日 11月3日（月祝）午前10時～午後3時
場 潟文化の森
内 素敵なアートの工房や、おいしい・
 たのしいお店が集まります。
 荒天時中止。
￥ 入場無料

入館無料の日

オオヒシクイ案内所

二次元コードは
雁晴れ舎周辺地図＠GoogleMap

日 11月9日(日) 11月16日(日) 11月23日(日)
 各日午前6時20分～ 7時50分
場 雁晴れ舎（新潟市北区新鼻）
内 観察舎を早朝開館し、雁や白鳥の
 飛び立つ福島潟をレンジャーが
 ご紹介。
 随時参加できます。荒天時中止。

初心者向けカモウォッチング
日 11月23日(日)午前10時～11時30分
場 水の公園福島潟
内 カモの種類を見分けてみたいという方
 向けの観察会。双眼鏡の貸し出しあり。
 荒天時中止。
人 各回10人（要申し込み、先着順）
申 電話でビュー福島潟へ　￥　入館料のみ マガモ

ペーパークラフトワークショップ（講師 斎藤 歩）
日 10月18日(土)、19日(日)、　11月23日(日)、24日(月祝)
 各日①午前10時～  ②午後2時～ 各90分
人 各回12人（要申し込み、先着順） ￥ 1,000円
申 受付開始：10月の回は9月20日より、11月の回は10月22日より
 それぞれ午前9時から電話でビュー福島潟へ

場 3階休憩ロビー

11月3日は無料観覧の日
(水の駅「ビュー福島潟」入館無料の日)

●地域の文化施設に親しんでもらうため、
11月3日は一部を除き新潟市の文化施設の観
覧料が無料になります。詳しくは新潟市の広
報・ホームページで。

入館無料の日

10月10日は
●10月10日は日本記念日協会に認定されたオオヒシクイ
の記念日「トットの日」です。オオヒシクイをいつまで
も見続けられますようにとの願いが込められています。
● 4階映像展示室にオオヒシクイのはく製を展示。
日 展示期間　10月10日(金) ～ 2月27日(金) 

トット:鳥のこと

Web申し込み
teket.jp/9395/53221

～福島潟夕方コンサート～ Vol.30
日 10月25日(土)午後6時30分～ 8時30分 
場 ビュー福島潟６階ホール
出 日比野則彦(サックス)、maiko(バイオリン)、
 柳原由佳（ピアノ）、阿部梓穂(パーカッション)
人 100人(小学4年生以上対象、要申し込み、先着順）
申 右記Webサイト、またはビュー福島潟へ（Web価格+200円）
￥ Web申し込み3,000円、小４～高3は1,000円、ペア割あり

催し物のご案内 問い合わせ・参加申し込みは
　水の駅「ビュー福島潟」へ 電話：025-387-1491

企画展のご案内 会場：5階企画展示室
入館料のみでご覧いただけます

 休館日：月曜（祝日の場合は翌日).12月28～ 31日.1月2～ 4日
 4階以上をご利用の場合は入館料が必要です（特別開館は別途）
 入館料：一般520円、小中高生260円、 未就学児無料

※「福島潟自然文化基金」に1,300円（小中高生650円）以上の寄付をいただいた方にはビュー福島潟年間利用券をさしあげています。
※年間利用券をお持ちの方は、参加費が「入館料のみ」の催しに無料で参加できます。 ※参加者が小学校2年生以下の場合は保護者の同伴が必要です。
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詳しくは会場で

写真 村井勇

作・斎藤歩

1０月１８日（土）～１１月２４日(日)
　ペーパークラフト作家・斎藤歩が描き出す、動物・昆虫・鳥・魚…さまざまな生き物たち
の世界をお楽しみください。新作のオオヒシクイも本展で初公開。

　斎藤 歩（さいとう・あゆむ）／新潟市出身のペーパークラフト作家。
1995年、第5回紙わざ大賞〈大賞〉受賞。ペーパークラフトキットや出版物の制作に加え、
キャノン、アサヒ飲料など企業・自治体へのデザイン提供多数。独自の感性と構造美で、
紙の可能性を追求し続けている。

過去の展示風景

１１月２９日（土）～１２月２１日(日)
　福島潟の素材や題材を元にした創作作
品が並びます。ヨシで漉いた和紙、野鳥
の彫刻に文芸作品など、一つ一つ丁寧に
手掛けられた作品をご鑑賞ください。

元日は特別開館につき、早朝の２時間のみです。ご注意ください。
次号の福島潟たより（12月20日発行予定）でもお知らせします。

2025
出展団体
・鳥彫会 （バードカービング）
・福島潟ヨシあ し和紙の会（手すき和紙製品）
・さわらび俳句会
・豊栄短歌会

2026年1月1日（元日）～２月８日（日）
にいがたと子どもたち　びより写真部写真展

潟の創作が当たる！ご来場者に抽選で作品をプレゼント

９月１４日（日）～１０月１２日(日)

それぞれの阿賀展
～みずとつちの芸術祭‐新潟‐2025 Presents ～

　映画『阿賀に生きる』スチールカメラを担当した村井勇氏と、『阿賀に生きる』制作
時から現在までの30年以上阿賀に通って関係者やファンを撮り続けている伊藤芳保
氏の写真を展示します。そして、北区在住のアーティスト・ハアフーフが、『阿賀に
生きる』関連資料を読み込み、過去と今を結び、未来を問う作品を制作し発表します。
他、数点を展示予定。展示作家（予定）：ハアフーフ、村井勇、伊藤芳保、等
主催：みずとつちの芸術祭実行委員会


